
Sh-P006 会場：ポスター 時間：6月9日　17:30-19:30

下総地殻活動観測井におけるP波およびS波速度構造

P and S wave velocity structures in the Shimofusa deep well
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防災科学技術研究所の下総地殻活動観測井において実施されたP波バイブレータ（上下振動）を震源とするV S P
記録においては、その水平成分にS波と思われる位相が坑底付近まで認められる。この解析によれば、P波及びS波
速度のクロスプロット上においてV s > 4 0 0 m / sでP波速度とS波速度が比較的良好な線形性を示すこと、初期的な解
析結果ではあるが、基盤のS波速度はS大砲により推定された速度、2 . 6 k m / s、に比べて速い速度、3 . 0 k m / s、を示
すことが確認された。

１． はじめに
地震動のシミュレーション等のためには、地下の構造形態、P波速度分布の他にS波速度の分布を知る事が重

要である。防災科学技術研究所の下総地殻活動観測井において実施されたV S P調査やバイブロサイス反射法調査結
果の概要はすでに山水ほか( 1 9 9 3 )により報告されている。その結果と検層や地質柱状図等の坑井データとの詳細な
対比により、坑井周辺の基盤(三波川結晶片岩)下9 0 0 mにいたる深部までの詳細な地質構造形態とP波の速度構造が
明らかにされた。

ここで、V S P調査はP波バイブレータ(上下振動)を震源とし、坑内３成分受振器により坑底付近( 2 2 8 0 m )まで
2 0 m間隔1 1 5レベルで測定されたが、水平成分においては震源近傍から発生したS波と思われる位相が坑底付近ま
で明瞭に認められた。この為、水平成分を利用してS波の検出を行い、P / S波の速度構造及びV p／V s比等を検討し
たので報告する。

２． S波の検出
受振器の方位は測定されていないため、水平２成分の記録から各深度毎にS波初動の到来方向成分の記録を求

めた。F i g . 1には、この記録と垂直成分の記録を示す。深度2 0 0 mと1 4 0 0 m付近はケーシングの繋ぎ目のため波形が
乱れているものの、垂直成分においてはP波が、水平成分においてはS波と思われる位相が坑底付近まで明瞭に認
められる。P / S波の初動走時は、狭帯域のフィルターを適用した後、各深度間の初動付近の波形の相互相関による
ラグ値から決定した。

３．結果
P波速度は、深度約4 0 0 mまでの下総層群は1 6 0 0～1 8 0 0 m / s、深度約1 3 0 0 mまでの上総層群では1 9 0 0～2 2 0 0 m / s、

深度約1 5 0 0 mまでの三浦層群では 2 5 0 0 m / s、深度1 5 0 0 m以深の三波川結晶片岩では5 1 0 0 m / sを示す。一方、S波速
度はまだ初期的な解析結果ではあるが、下総層群は2 5 0～6 0 0 m / s、上総層群は6 0 0～1 0 0 0 m / s、三波川結晶片岩は
約3000m/sを示している。

また、これらのP波及びS波速度のクロスプロットから、V s > 4 0 0 m / sでP波速度とS波速度が比較的良好な線形
性を示していることが分かった。

太田ほか( 1 9 7 8 )によるS大砲の結果と比較すると、特に基盤のS波速度に違いが認められ( S大砲では2 . 6 k m / s、
V S Pでは3 k m / s )、V S P結果の方が速い速度を示している。この傾向は測定精度からS波ほど顕著ではないもののP
波でも認められる。P波ソニック検層では基盤岩上部(深度1 6 0 0 m付近)に低速度ゾーンが認められ、S大砲測定時の
基盤岩中の測定点４点の内の最上部の点は丁度この低速度ゾーンに位置していることから考えて、S大砲による基
盤速度は基盤岩上部の低速度ゾーンの影響を含んだ速度値の可能性がある。
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